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ヨハネによる福音書15章1節

予 定

日 曜 備 考

1 木 　　　休　園

3 土 　　　休　園

6 火 保育講演会　葉　祥明先生

7 水

12 月

13 火

23 金 　　　休　園

26 月 園児のみ

27 火 9時20分集合　詳細後日

歯みがき指導

6 火

20 火

年　少（たんぽぽ組）

楽しく歌ったり、楽器遊びをしたりする。

簡単なルールのある遊びを楽しむ。

友だちと一緒に楽しむ。

身近な自然に触れ、季節の移り変わりを感じ
る。

わたしたちのために働いてくださっている方々
を知り、ありがとうの気持ちを持つ。

何かしてもらった時はありがとうが言える。

感謝祭の礼拝を心から行う。

たくさんの本や紙芝居に親しむ。

クリスマスはどんな日かを知る。

クリスマスの本を見たり歌を歌ったりする。

たくさんの本や紙芝居に親しむ。

クリスマスはどんな日かを知る。

クリスマスの準備を少しずつ始める。

年　中（さくら組）

思い切りからだを動かして遊ぶ。

感謝祭の礼拝を心から行う。

神さまからの最大の贈り物イエスさまのお誕生を
どのように迎えるかを考える。

アドヴェントを迎えるためにどうするか考える。

クリスマスの本を見たり歌を歌ったりする。

感謝祭の礼拝を心から行う。

役割を持ってさまざまな活動に取り組む。

秋の自然に触れ、変化の美しさや不思議さに気づ
き、そこにある神さまの力を知る。

楽しく歌ったり、踊ったりする。

感謝の気持ちを持つ。

みんな一緒の楽しさを知る。

身近な自然に触れ、季節の移り変わりを感じる。

自然の恵みに感謝する。

わたしたちのために働いてくださっている方々を知り、
ありがとうの気持ちを持つ。

ありがとうが心から言える。

絵本やお話を読んで、喜んだり、関心を持ったりする。

今年のアドヴェント(クリスマスを待つ期節)は12月2日(日)から始まり
ますが、幼稚園では1週間早くアドヴェントを迎えます。

　歯科検診　　年中さくら組

アドヴェント礼拝　第1

両日とも9時20分集合
礼拝堂にて

年　長（あやめ組）

たくさんの本に親しむ。

わたしたちのまわりには、私たちのために働いて
くださっている方がたくさんいることを知る。

相手の意見を取り入れながら遊ぶ。

自分の意見を相手にわかるように伝える。

「ぶどう」と言うと棚を思い浮かべますが、イスラエルで
は全部が全部棚に実るわけではなく、岩がゴロゴロしてい
るところでは這ってはえるものもあったそうです。イスラ
エルの人たちにとって、ぶどうは身近なものでした。今月
の聖句はイエスさまが最後の晩餐の時に言われた言葉で
す。ここで、神さま＝農夫、イエスさま＝ぶどうの木、弟
子たち＝ぶどうの枝に例えて、そのつながりについて言わ
れました。幹から切られた花は水にさしていてもいつか枯
れてしまいますが、幹につながってさえいれば枝は水分や
栄養をもらって大きくなり、いつか実を結ぶことができま
す。神さまを信じることでたくさんの実を結ぶことができ
ます。イエスさまからいただく栄養…神さまのみ言葉を心
の中にたくさんいただくと、それが大きくなって、様々な
実を結びます。イエスさまは私たちをいつもしっかり捕ま
えてくださっているのですから、私たちはつながっている
ことが大切です。いつもイエスさまのことを信じ、イエス
さまから離れることなくつながっていましょう。
私たちはどんな実を結ぶことができるでしょうか…

ねがい

豊かな秋の実りを喜び、神さまに感謝する。

　１１月誕生会

2019年度入園受付

勤労感謝の日

　歯科検診　　年長あやめ組　

アドヴェント礼拝　第1
クリスマス親子工作

　感謝祭礼拝　(年長親子)

　感謝祭礼拝　(年中・年少親子)

予 定

文化の日

11　月　の　予　定

遊びこむ

自然物に触れる中で、五感を通して秋から冬への季節を感じる。

いろいろな人の働きに関心をもち、身近に感じる。

わたしはまことのぶどうの木　私の父は農夫である

友だちとアイデアを出し合ったり、相談したり、イメージを共有しながら遊
びこむようになる。

愛
誠実

喜び

善意

寛容

親切

節制平和

柔和


